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Zucc･)heartwood weretreated and exposed to rungalattackusingeachtwospecies
of brown-roトandwhite-rotfungi･ Fivetreatingconditionswereemployed:4(kg/
cm2)120(min),4-60,8-20,8-60and12-60.
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実用化されている3,4)｡ この爆砕法ほど高温高圧を必要 としない穀類膨化用の pu斤二cooking処理 (以下
PC処理と略記)を行なった木材に腐朽菌を作用させると,腐朽促進効果が認められることが西沢らにより
報告された5)｡ この報告は残廃材の肥料 ･飼料化の前処理法としてのPC処理の可能性を示唆したものであ
るが, 促進効果発現の詳細な条件や促進の原因は明らかにされていない｡ そこで本報では, 種々の段階に
PC処理を行なった木材試料に数種の腐朽菌を作用させ,腐朽促進効果出現の様相を比較検討するとともに,
化学的な見地から腐朽促進の原因を考察した｡









2.2 木 材 試 料
アカマツ (Pinu∫den∫ifloraSIEB･etZUcc･)およびブナ (Faguscrenata石LUME) の直径 40cm の丸太の
心材中央部より採取した｡木片寸法は3(T)×20(R)×30(L)(mm)とし,木粉は 40-80メッシュに調整
した○比較のためにセルロース粉末 (半井化学,60-80メッシュ)を用いた｡ 試料含水率は PC処理前に
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Fig . 2 .Bindingorwoodblocks




CoTiolLSUelSicolor(L.exFr.)qutl. white-rot IF0 -8754









2.4 腐 朽 操 作
木片の腐朽操作は .JISZ-2119-1976(木材の耐朽性試験方法)に準じて行なった｡ 木片は PC処理の最
終段階で大気正Tに放,HJ.Sれる際器内で激しく衡突し,欠損や割れを生ずることがあるが,腐朽試験には正
常な形状を保っているもののみを用いた｡ 木片は6枚を 1組とし, Fig･2に示すように間にマッチ軸を介
Lてビニールひもで束ね, 2組を 1本の培養瓶に木口面を下にして設置した｡木片の数は 1条件当り48枚と
し,培養瓶4本を使用した｡腐朽期間は 28oC で50日および70日間とした｡
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□ :Fa9uSCrenaEa ▲ :P'nusde'zslflora
Fig･4･ChemicalchangesinPC-treatedwoodblockincomparisonwithnon-treatedwood.
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3. 結 果 と 考 察
3.1PC処理による木材の化学的変化
PC処理を受けたブナおよびアカマツ木材片の,処理材を基準とした各種成分含有率とホロセルロース分

































none 4-20 8-20 12-60
73.2(100) 70.4(100) 61.6(100) 63.4(100)
43.0(59) 42.7(61) 46.7(76) 53.6(85)
2.4( 3) 0.6(0) 1.3( 2) 6.1(10)






0.9( 2) 0.3( 0) 13.0(21) 4.7( 8)
28.6(40) 24.6(35) 16.3(25) 6.1(10)
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ロースに分けられる｡ α-セルロースにはセルロースと一部抵抗性の-ミセルロースが含まれる｡ - ミセル
ロースの大部分は /ト および γ-セルロース中に含まれる7)｡Table2.に各 PC処理材のホロセルロース構
成を, Fig.5に無処理材を基準とした場合の処理による変化を示した｡ ブナ,アカマツとも無処理材では
α-セルロースが60%,γ-セルp-スが40%近くとホロセルロースの大部分を占め,β-セルロースはごくわ
ずかであった｡ 両材とも γ-セルロースは処理の苛酷化にともなって著しく減少したが, α-セルロースの減
少はあまり大きくなく, 12kg/cm2-60分処理材ではホロセルロース中の α-セルロース構成比がともに 80
%以上に達した｡ ブナ材では軽 ･中庭の処理段階では α-および β-セルロースの変化がとくに少なく,ホ
ロセルロース減少の大部分を γ-セルロースの減少が占め,12kg/cm2-60分処理ではじめて α-セルロース
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8-20処理材のアルコール･ベンゼン可溶成分は, 褐色腐朽菌の TYP と LZT では腐朽後も変化がない






































































































































木 材研 究 ･資料 第18号 (1983)
FNOLAULBcl.LLTL _ 100






? ? ? ? ? ? ? ? ?
????? ? ? ? ? ? ?







































? ??? ? ?? ??




























い (LZT)が,白色腐朽材では COV,PYC とも増大した｡この傾向は PC処理によりさらに分子量が
低下する12-60処理材においても同様であった｡
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3.2.3 PC処理木粉の腐朽 :木片で腐朽促進効果の高かった LZT と PYCを用いて,木粉における促
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